
資料８

平成２５年５月９日

国土交通省 東北地方整備局
宮 城 県

「第４回 鳴瀬川総合開発事業の関係地方公共団体からなる検討の場」

「第４回 筒砂子ダム建設事業の関係地方公共団体からなる検討の場」

総合的な評価（案）





(1) 洪水調節について目的別の総合評価を行った結果、有利な案は「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再
編案」、 「河道掘削案」 、「遊水地＋河道掘削案」である。

(2) 新規利水（かんがい）および流水の正常な機能の維持について目的別の総合評価を行った結果、最も有利な案
はいずれも「筒砂子ダム規模拡大案」である。

(3) 洪水調節の目的別の総合評価（有利な案が上記（１）に示す3案）と、新規利水（かんがい）および流水の正常な

機能の維持の目的別の総合評価（最も有利な案が上記（２）に示す１案）の結果が一致しないことから、総合的に
勘案して評価することとする。

【参考】ダム事業の検証に係る検討に関する再評価実施要領細目（抜粋）

第４ 再評価の視点

１ 再評価の視点

(2) 事業の進捗の見込みの視点、コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

⑤総合的な評価の考え方

ⅱ)検証対象ダムの総合的な評価

ⅰ)の目的別の総合評価を行った後、各目的別の検討を踏まえて、検証の対象とするダム事業に関する総合的な評価を

行う。目的別の総合評価の結果が全ての目的で一致しない場合は、各目的それぞれの評価結果やそれぞれの評価結果

が他の目的に与える影響の有無、程度等について、検証対象ダムや流域の実情等に応じて総合的に勘案して評価する。

検討主体は、総合的な評価を行った結果とともに、その結果に至った理由等を明示する。

【目的別評価の結果】

１



▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.270.3

利水容量
2135万m3

洪水調節容量 1040万m3

▼サーチャージ水位 EL.279.4 

H=105.5m

不特定
1925万m3

特かん 210万m3

▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.272.3

利水容量
2330万m3

洪水調節容量 1040万m3

▼サーチャージ水位 EL.281.4 

H=107.4m

不特定
1,640万m3

特かん
690万m3＋ ＋

＜目的別評価＞

【筒砂子ダム】

【田川ダム】

現計画（２ダム）

【ケース①】 洪水調節のみを
満足するため

拡大した
筒砂子ダム規模拡大と漆
沢ダムとの容量再編案

治水【ケース⑤】

流水のみを
満足するため

拡大した
筒砂子ダム
規模拡大案

流水【ケース③】

新規利水のみを
満足するため

拡大した
筒砂子ダム
規模拡大案

利水【ケース③】

＜統合したダム規模＞

▼サーチャージ水位 EL.282.3 

▼最低水位 EL.237.9

▼常時満水位 EL.272.2

利水容量 1850万m3

洪水調節容量 1040万m3

H=98.4m

特かん 210万m3

不特定
1,640万m3

【３つの目的を満足
できる統合案】

筒砂子ダム規模拡大と
漆沢ダムとの容量再編

治水【ケース⑤→⑫】
利水【ケース③→⑬】
流水【ケース③→⑪】

の組み合わせ

※治水対策として、河道掘削が必要

【３つの目的を満足できる統合案について】

目的別評価の結果、洪水調節で有利な案は「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダムとの容量再編案」、 「河道掘削案」 、「遊水地＋河道掘削
案」であり、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持で最も有利な案はいずれも「筒砂子ダム規模拡大案」であることから評価結
果が一致しないため、 「洪水調節、新規利水（かんがい）、流水の正常な機能の維持」の３つの目的を満足できる組合せを基本とした対策
案の立案を検討した。
その結果、 ３つの目的を満足できる統合案としては、「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム（既設）との容量再編＋導水路（二ツ石川→田川

上流）」がコストにおいて最も有利であったため、資料７の各対策案の評価軸ごとの評価に「３つの目的を満足できる統合案」を追加して、
評価軸ごとの評価及び総合評価を再度実施する。

▼サーチャージ水位 EL.251.3 

▼常時満水位 EL.243.2

洪水調節容量 500万m3

▼最低水位 EL.222.3

利水容量 828万m3

H=85.0m

不特定 329万m3

特かん
499万m3

H=114.5m
▼サーチャージ水位 EL.288.4 

利水容量
3,100万m3

▼常時満水位 EL.279.3

洪水調節容量1,220万m3

不特定
1,730万m

3

特かん
690万m3

漆沢ダム利水代替
680万m

3

▼最低水位 EL.232.1

漆沢ダム（既設）
H=80.0m

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼制限水位 EL.261.5

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 950万m3

利水容量 650万m3

不特定 300万m3

上水 210万m3

工水 140万m3

漆沢ダム（既設）
H=80.0m

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 1600万m3

漆沢ダム（既設）
H=80.0m

▼サーチャージ水位 EL.276.5 

▼最低水位 EL.243.1

洪水調節容量 1600万m3

＜河川整備計画＞
２ダム

統
合

２

【「筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム（既設）との容量再編」の統合したダム規模】

▼最低水位 EL.232.1

▼常時満水位 EL.274.5

利水容量
2561万m3

洪水調節容量 1220万m3

▼サーチャージ水位 EL.284.5 

H=110.6m

不特定
1,640万m3

特かん
210万m3

漆沢ダム利水代替
711万m3


